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（2010 年３月 最新版） 

 遅ればせですみません.. やっと出来ました (^_^)   会員に配布した後に掲示板にも UP します。 

1. アクセス方法 

平三掲示板は当面 拙作の「写真機の森」 

サイトに同居させていますので、 

掲示板への入口は必然的に 

ここ「写真機の森」からになります。 

 

 

これは「写真機の森」のトップ画面です。 

メニューの「平三掲示板」か 

右手端っこのフクロウくんをクリックします 

 

お気に入りに登録して頂くと何時でも見られ 

ます、デスクトップにショートカットを作る 

のも良いですね、 

上の  マークの URL アイコンをドラッグし、ディスクトップで放すとショートカット が出来ます。 

 

2. 掲示板のトップ画面 

＜目次を見る＞表示です。 

 

上段にメニュー その下に記事項目が 

並びます、１項目、１項目が１つの記事 

を表し、コメント等は親記事から１文字 

下がって表示されます、通称ツリー表示 

といい、記事間の主従：階層を表します。 

 

記事タイトル（表題）をクリックすると 

記事画面が開き内容を読む事は出来ます。 

 

 

掲示板のトップ画面の初期（デフォルト）の記事表示方法は階層ツリー表示になっていますが、 

この表示スタイルはお好みに変更することが、出来ます 

メニューの「設定」をクリックすると、右の設定画面が 

開きます。 

変更出来る項目は画面の、ラジオボタンにチェック 

を入れ、表示枠の数値を変更して設定ボタンをクリック 

で設定出来ます、もちろん再設定することも可能です。 

個別に変更、試して、お好みの表示法を見つけてください。 

※前述のメニューの設定に無関係に、メニューバーの選択

で、表示方法を変える事が出来ます。 
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＜番号順＞表示です。 

表題が一覧に並ぶので最新/最近の記事を

読むのに便利です、 

 

が、日常的なトップ画面には 

最初の目次を見る・・の階層ツリー表示

が見易いかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

＜記事一覧＞表示です。 

フルサイズの記事が順に表示されます 

ので上からじっくり読むのに適します。 

 

個別記事全体を見渡すには適しません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜親記事順＞表示です。 

親記事だけが表示されます、 

コメント記事を非表示にしているので 

すっきりしています。 

 

投稿者名や日時とともにコメント数も 

表示します。 

 

親記事をクリックすれば、コメント記事 

を含めて親/子ツリー形式で表示されます。 

 

 

投稿記事の全容を把握するのに最適か！ 
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3. 投稿記事を見るには 

題名をクリックします  記事の１例 

「平三掲示板開設・・」の告知記事です。 

上段にメニューバーその下は記事数を 

「何番目／全体数」とページ送り可能 

な ←次へ|前へ→が表示されます 

 

次に「記事タイトル」「投稿者ハンドル名」 

「投稿日」「サイトリンク」など 

が表記されます。 

添付ファイルがある場合は右上に添付を

表すクリップのマークとファイル名及び 

形式.ｊｐｇ等、サイズが表示されます、 

左は記事本文です、添付写真は本文の 

下に添付順に枚数分が表示されます。 

 

画像はオリジナルファイルにリンクして

いるので 

画像をクリックすると大きい画像が 

別画面で開きます 

 

下段には親と子記事の階層（ツリー）が 

表示され、表題をクリックして、直接記事

に飛ぶことも可能です。 

その下にメニューバーが表示され、上に戻

らずに直接、他のページへジャンプ出来る

ようになっています。 

ページ/記事番号枠はページや記事番号を指定してジャンプするときに使います。 （数字はアクセス数） 

最下段の右ｈｏｍｅボタンは「写真機の森へ」戻ります、右のＢａｃｋボタンは直前のページへ戻ります。 

 

4. コメント（返信）投稿するには 

記事を読んで、感想や、評価、質問など 

をする場合は、お礼を兼ねて投稿者に 

コメントを書くと、喜んでもらえます 

 

ここでは、Ｅメールのように“返信”する

形で書き込みます。 

 

記事画面の右手にある返信ボタンを 

クリックすると次ページに 

示す 返信投稿画面 が開きます、 
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返信投稿画面です。 

基本的には「記事を投稿」画面と同じです

が、ここは返信なので、 

投稿者名（ハンドル）や表題等、 

＞で表す、元記事の引用文 

が表示されています、 

（必須）項目に空欄があれば追入力します 

引用文は、この部分に対して賛同や評価あ

るいは質問している等の場合に 

関連部分だけ残しておくとお話が分りや

すくなります、 

が返信の返信などと、原文を繰り返して引

用されるのは見苦しいので不要な部分は

削除します。 

最低でも引用符号が＞＞と重なるのは避

けましょう！ 

 

記事を書き終えたら、そのまま送信でも 

よいのですが、プレビューしてみます、 

右下のプレビューとあるラジオボタンにチェックを入れて、送信すると投稿せずに、プレビューする事が 

出来るます、ここでは文章以外にも（必須）入力項目の入力漏れなどの確認します。 

 

5. 記事を投稿（新記事を投稿）するには 

メニューバーの記事を投稿をクリックする

と、この“投稿”画面が開きます、 

（必須）項目をすべて入力します 

：投稿者 実名ではなくあだ名や愛称など 

あなた様を連想できそうな“ハンドル名” 

行ってみればネット名を入力する、継続して

使うので忘れてしまわない名前が良いです。 

筆者は“ＴＡＫＡ”を使っています、時々同

名の方に遭遇しますが、これはご愛嬌ですね 

：題名 ：内容・・これは当然ですよね!(^^)! 

 

下のパスワードは必須項目ではありません

が、覚えやすい（1111 や 1234 など）数字を

入れておけば、 

 

記事にコメントが付く前に限って・・ 投稿

記事に表示される削除ボタンで、 

このパスワードを入力して 

記事を削除する事が出来ます。 

ここに記事を入力します。 

文字数は制限がありますが、まず、あふれる事は

ありませんので気にせずに書き込んでください。 
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投稿内容の入力まで済んだら、仕上がり 

をプレビューして見ると良いでしょう！ 

 

右下のプレビュー：ラジオボックスに 

チェックを入れ、送信ボタンをクリックす

るとこの画面の上にプレビュー文が表示

されます、改行や行間、スペースなどを 

確認、納得いくまで再編集、再プレビュー

を繰り返して記事を完成させます、 

 

画像を添付しない場合は、ここで送信ボタ

ンをクリックすると投稿します。 

トップ画面に戻って、投稿記事を確認しま

しょう！ 

6. 画像等のファイルを添付するには 

画像は投稿画面の下段の参照ボタンをクリック：参照ウインドウでパソコン内のフォルダー内のファイル 

を指定して添付します。 

合計５つまで添付出来ます。 

 

また５つのファイル容量の合計は 

3000KB を超えないようにします。 

間違って越えた場合は５ファイル 

共添付されませんので注意が必要です。 

（アラームが出ますが再選択が辛い） 

 

パスワードを入れておけば、コメントが

付かないうちなら、記事を削除できます。 

 

参照ボタンをクリックするたびに 

アップロードするファイルの選択と言う画面が開きます：ファイルを選択し開くをクリックして添付する。

そのたびに参照ウインドウに 

該当ファイルまでのパス（フォルダー 

の階層）とファイル名が挿入されます、 

 

ファイル名を確認したら添付完了なので 

送信ボタンをクリックで投稿完了です。 

 

添付可能なファイル形式は様々ですが 

リサイズ済みのデジカメ画像なら JPEG 

ジェイペグなので気にしないで良いです。 

注意 ：画像を添付してからプレビュー 

すると“画像の参照設定が失われる”ので、画像添付の前に、文章を完成させておく必要があります。 


